
８

市
で
は
、
次
の
日
程
で
写
真
を
無
料

で
撮
影
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

申
請
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
行

い
ま
す
。

河
辺
市
民
Ｓ
Ｃ
▼

９
月
10
日
(火)

雄
和
市
民
Ｓ
Ｃ
▼

９
月
12
日
(木)

…
受
付
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
９
時
30

分
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時

市
民
課
▼

平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分
、
毎
月
第
４
土
曜
日
と
翌
日
曜

日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

●
問
い
合
わ
せ

市
民
課
☎
(８
８
８
)５
６
２
６

｢知
ろ
う
、
考
え

よ
う
、
気
候
変
動

に
適
応
す
る
と
い

う
こ
と
｣が
テ
ー
マ

で
す
。
世
界
や
秋

田
の
気
候
に
起
き
て
い
る
こ
と
、
私
た

ち
の
食
や
白
神
山
地
の
未
来
な
ど
に
つ

い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
専
門
家
が

話
し
ま
す
。
参
加
無
料
。
定
員
100
人
。

日
時
▼

９
月
18
日
(水)
午
後
１
時
〜
４
時

会
場
▼

ル
ポ
ー
ル
み
ず
ほ
(山
王
)

【
講
師
と
演
題
】

①
日
本
人
女
性
初
の
Ｋ
２
登
頂
者
で
あ

り
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
の
小
松
由
佳

さ
ん
＝
｢ヒ
マ
ラ
ヤ
か
ら
の
沙
漠
、

気
候
変
動
の
時
代
を
生
き
る
人
々
｣

②
前
秋
田
地
方
気
象
台
長
の
和
田
幸
一

郎
さ
ん
＝
｢秋
田
県
の
気
象
の
変
化

と
防
災
の
取
り
組
み
｣

③
県
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
増
殖
部
長
の

中
林
信
康
さ
ん
＝
｢温
暖
化
が
秋
田

の
海
に
与
え
る
影
響
｣

④
西
目
屋
自
然
保
護
官
事
務
所
の
佐
々

木
春
佳
さ
ん
＝
｢変
化
す
る
白
神
山

地
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
〜
変
化
を
捉

え
る
た
め
に
で
き
る
こ
と
〜
｣

●
申
し
込
み

９
月
13
日
(金)
ま
で
環
境

総
務
課
☎
(８
８
８
)５
７
０
４

｢緑
の
カ
ー
テ
ン
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
｣

に
応
募
の
あ
っ
た
作
品
を
、
市
役
所
１

階
市
民
ホ
ー
ル
と
各
市
民
Ｓ
Ｃ
(中
央

を
除
く
)に
展
示
し
ま
す
。

来
場
者
の
投
票
で
、
個
人
･団
体
の

各
部
門
ご
と
に
最
優
秀
賞
１
点
、
優
秀

賞
１
点
を
選
出
し
ま
す
。
ぜ
ひ
投
票
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
展
示
･投
票
期
間
】

９
月
19
日
(木)
か
ら
30
日
(月)
ま
で

●
問
い
合
わ
せ

環
境
総
務
課
☎
(８
８
８
)５
７
０
４

10
月
か
ら
始
ま
る
年
金
生
活
者
支
援

給
付
金
は
、
公
的
年
金
の
収
入
や
所
得

額
が
一
定
基
準
以
下
の
か
た
を
対
象

に
、
年
金
受
給
者
の
生
活
を
支
援
す
る

た
め
に
年
金
に
上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ

る
も
の
で
す
。
対
象
と
な
る
か
た
に

は
、
９
月
上
旬
以
降
、
日
本
年
金
機
構
か

ら
請
求
手
続
き
の
案
内
が
届
き
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
-０
５
-４
０
９
２

秋
田
年
金
事
務
所
☎
(８
６
５
)２
３
９
２

仕
事
を
探
し
て
い
る
障
が
い
の
あ
る

か
た
が
対
象
で
す
。
要
申
込
。

日
時
▼

９
月
13
日
(金)
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分
　

会
場
▼

ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
秋
田
　

●
申
し
込
み

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
秋
田

☎
(８
６
４
)４
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
(８
６
４
)１
８
１
５

(部
門
コ
ー
ド
43
＃
)

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
は
10
月

１
日
に
一
斉
更
新
と
な
る
た
め
、
新
し
い

保
険
証
を
簡
易
書
留
で
発
送
し
ま
す
。

な
お
、
短
期
被
保
険
者
証
、
被
保
険
者

資
格
証
明
書
を
お
持
ち
の
世
帯
に
は
、

後
日
更
新
の
通
知
を
発
送
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

国
保
年
金
課
☎
(８
８
８
)５
６
３
３

●文中｢SC｣はサービスセンターの略

10
月
か
ら
年
金
生
活
者
の

支
援
制
度
が
始
ま
り
ま
す

令和元年８月１日現在〈平成27年国勢調査の結果を反映した数値〉( )内は前月比

【人口】306,321人(-155)…男u144,432人(-50)／女u161,889人(-105)

７月分…出生u170人／死亡u294人／転入u714人／転出u745人　 【世帯】136,661世帯(-26) 

＊１年前の人口u308,572人

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

申
請
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

気
候
変
動
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す

｢緑
の
カ
ー
テ
ン
写
真
コ
ン

テ
ス
ト
｣に
投
票
を
！

小松由佳さん

障
が
い
者
就
職
面
接
会

(き
ら
め
き
就
職
面
接
会
)

９
月
16
日
(月)
｢敬
老
の
日
｣は
家
庭
ご
み

と
資
源
化
物
を
平
常
ど
お
り
収
集
し
ま
す

収
集
日
に
あ
た
っ
て
い
る
地
区
の
か
た

は
お
忘
れ
な
く
。

環
境
都
市
推
進
課
☎
(８
８
８
)５
７
０
９

保
守
点
検
な
ど
に
伴
い
お
休
み
し
ま
す

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
９
月
16
日
(月)
に
休
館
】

▼

西
部
市
民
Ｓ
Ｃ
☎
(８
８
８
)８
０
８
０

自
動
交
付
機
(住
民
票
の
写
し
な
ど
を

交
付
)も
休
止
し
ま
す
。

【
９
月
21
日
(土)
に
休
館
】

▼

東
部
市
民
Ｓ
Ｃ
☎
(８
５
３
)１
０
３
９

▼
南
部
市
民
Ｓ
Ｃ
別
館
☎
(８
５
３
)５
７
３
５

▼

北
部
市
民
Ｓ
Ｃ
☎
(８
４
５
)２
２
６
１

自
動
交
付
機
は
利
用
で
き
ま
す
。

【
９
月
28
日
(土)
に
休
館
】

▼

南
部
市
民
Ｓ
Ｃ
☎
(８
３
８
)１
２
１
２

自
動
交
付
機
も
休
止
し
ま
す
。

今
月
納
期
の
市
税

▼

国
民
健
康
保
険
税
第
３
期

納
期
限
は
９
月
30
日
(月)
で
す
。
納
期

内
納
付
に
ご
協
力
願
い
ま
す
。

国
保
年
金
課
☎
(８
８
８
)５
６
３
４

国
保
の
新
し
い
保
険
証
を

９
月
13
日
(金)
に
発
送
し
ま
す



９ 広報あきた　2019年９月６日号

高
齢
化
が
進
む
中
、
85
歳

以
上
の
４
人
に
１
人
は
認
知

症
の
症
状
が
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
認
知
症
は
、
早
期
発
見
、
早
期

治
療
に
つ
な
げ
る
こ
と
で
、
症
状
の
進
行
を

緩
や
か
に
し
、
今
後
の
生
活
の
備
え
が
で
き

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

認
知
症
の
人
が
住
み
慣
れ
た
場
所
で
、
自

分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
周
り
の
人
が
正
し
い
知
識
を
持
ち
、
優

し
い
気
持
ち
で
接
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

認
知
症
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は
、
お
近
く
の

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
ど
う
ぞ
。

９
月
20
日
(金)
13
：
30
〜
15
：
30

９
月
は

秋
田
市
で
は
、
｢老
人
の
日
｣(９
月
15
日
)

が
あ
る
９
月
を
｢老
人
保
健
福
祉
月
間
｣と
定

め
て
い
ま
す
。
一
人
一
人
が
高
齢
者
や
高
齢

社
会
に
つ
い
て
関
心
と
理
解
を
深
め
、
高
齢

者
の
保
健
･福
祉
の
向
上
や
社
会
参
加
の
推

進
を
通
し
て
、
誰
も
が
生
き
が
い
を
持
ち
健

康
に
生
活
で
き
る
明
る
く
豊
か
な
長
寿
社
会

を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

長
寿
福
祉
課
☎
(８
８
８
)５
６
６
６

今
年
度
の
老
人
保
健
福
祉
月
間
の
標
語

は
、
大
住
･上
新
城
･戸
島
･日
新
の
各
小
学
校

か
ら
募
集
し
、
第
一
席
に
は
、
西
 友
華
さ
ん

(日
新
小
４
年
)の
右
記
作
品
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

【
そ
の
他
の
入
選
者
(敬
称
略
)】

大
住
小
▼

小
笠
原
愛
育
(４
年
)、
佐
々
木
優
妃

(４
年
) 上
新
城
小
▼

佐
藤
栄
夏
(６
年
) 戸
島

小
▼

足
利
日
菜
乃
(６
年
) 日
新
小
▼

石
田
心
菜

(４
年
)、
草
皆
陽
貴
(４
年
)、
髙
橋
春
人
(４

年
)、
簗
瀬
 結
(４
年
)、
横
山
晴
大
(４
年
)

キ
ラ
キ
ラ
活
躍

ぐ
ん
ぐ
ん
の
び
ろ

け
ん
こ
う
寿
命

標語第一席

★
９
月
は
｢世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月
間
｣

秋
田
市
で
は
９
月
26
日
(木)
ま
で
、
ポ
ー

ト
タ
ワ
ー
･セ
リ
オ
ン
を
認
知
症
啓
発
の

シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
で
あ
る
オ
レ
ン
ジ
色
に

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

★
｢Ｒ
Ｕ
Ｎ
 伴�

�

Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ａ
 ２
０
１
９
｣

９
月
29
日
(日)
、
認
知
症
の
か
た
や
ご
家

族
、
支
援
者
な
ど
が
、
県
内
各
地
か
ら
オ

レ
ン
ジ
色
の
た
す
き
を
つ
な
ぎ
ゴ
ー
ル
を

め
ざ
し
ま
す
。
今
年
の
ゴ
ー
ル
(午
後
の

予
定
)は
秋
田
市
役
所
。
ぜ
ひ
、
ラ
ン
ナ
ー

に
ご
声
援
く
だ
さ
い
！

②
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座

①
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
認
知
症
の
人

や
そ
の
家
族
を
応
援
す
る
｢認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
｣に
な
り
ま
せ
ん
か
。

秋
田
市
で
は
、
す
で
に
２
万
人
以
上
が
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。
受
講

後
は
、
認
知
症
サ
ポ

ー
タ
ー
の
証
で
あ
る

｢オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
｣

(下
の
写
真
･手
首
)

を
差
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
｢認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
｣を
受
け
た
こ
と
の
あ
る
か
た
が
対
象

で
す
。
講
座
内
容
を
復
習
し
、
自
分
に
で
き

る
こ
と
や
地
域
で
の
活
動
な
ど
を
一
緒
に
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

地
域
の
支
え
！

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

ど
ち
ら
の
講
座
も
、
会
場
は
中
央
市
民
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
洋
室
４
(市
役
所
３
階
)。

定
員
各
50
人
。
申
し
込
み
は
９
月
６
日
(金)
か

ら
長
寿
福
祉
課
へ
。
☎
(８
８
８
)５
６
６
８

10
月
16
日
(水)
13
：
30
〜
15
：
30

日
時

自
分
ら
し
く
暮
ら
し

続
け
ら
れ
る
社
会
に

シニア活躍に向けて
〜雇用への理解と人材活用について

10月８日(火)

第一部▶㈱リクルート
ジョブズの宇佐川邦子さんによる講演
第二部▶エイジフレンドリーパートナー
の取り組み発表と交流会

参加
無料

申し込み 長寿福祉課☎(888)5666

日時

市役所５階正庁会場

14:00〜16:30 宇
佐
川
邦
子
さ
ん

先着▶100人

◆少子高齢化や労働人口減少により、
各業種で深刻な課題となっている｢人
材不足｣。新たな雇用の形と多様な働
き方で、能力を最大限発揮できる職
場づくりやシニア活躍推進のポイン
トなどを学びます。

◆エイジフレンドリーパートナー(事業
者など)以外のかたでもご参加いただ
けます！

老
人
保
健

福
祉
月
間

日
時

エイジフレンドリーパートナー研修会


